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大
会
の
結
果

大
会
の
結
果

優
勝
チ
ー
ム
紹
介

消
防
出
初
式

操操 法法 大大 会会

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》
４
分
団
３
部

（
久
津
間
）

　

指
揮
者　

髙　

品　

順　

一

　

１
番
員　

飯　

塚　
　
　

歩

　

2
番
員　

烏　

我　

龍
太
郎

　

3
番
員　

徳　

永　

敏　

勝

　

4
番
員　

飯　

塚　

春　

樹

４
分
団
３
部 
部
長　
岩
崎
翔
太 
　

今
大
会
は
５
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
る
中
で
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち

ま
し
て
優
勝
と
い
う
結
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
限
ら
れ
た
期
間
で

の
訓
練
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
優

勝
と
い
う
結
果
を
残
し
て
く
れ
た

選
手
た
ち
と
、
団
結
し
渾
身
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
く
れ
た
団
員
全

員
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
間
に
も
激
励
・
応
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
様

や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
そ
し
て
団
員
家

族
の
皆
さ
ん
に
誌
面
を
お
借
り
し

ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
経
験
を
糧
に
地
域

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
訓
練
し
、

操
法
技
術
の
向
上
の
み
な
ら
ず
消

防
団
員
と

し
て
の
自

覚
を
持
っ

て
消
防
団

活
動
に
励

ん
で
参
り

ま
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》
５
分
団
３
部

（
高
倉
・
草
敷
）

　

指
揮
者　

渡　

辺　

利
希
弥

　

１
番
員　

加　

藤　

祐　

輔

　

2
番
員　

平　

野　

茂　

晃

　

3
番
員　

渡　

邊　

重　

樹

５
分
団
3
部 
部
長　
加
藤
祐
輔

　

前
回
支
部
大
会
の
悔
し
さ
を
胸

に
今
大
会
で
は
必
ず
優
勝
し
、「
県

大
会
出
場
」
を
目
標
に
臨
み
ま
し

た
。
大
会
に
向
け
て
選
手
、
団
員

一
同
が
一
致
団
結
し
、
約
3
ヶ
月

間
、
消
防
職
員
の
方
々
に
よ
る
熱

心
な
ご
指
導
、
そ
し
て
5
分
団
を

始
め
と
し
た
消
防
団
、
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
の
も
と
練
習
に
励
み
、

優
勝
し
、
支
部
大
会
へ
出
場
で
き

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
強
い
団
結
力
を
今
後
の
消

防
団
活
動
、
地
域
防
災
に
活
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

令
和
５
年
６
月
11
日
（
日
）
旧

市
役
所
敷
地
内
に
て
操
法
大
会
を

５
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
試
み
と
し
て
参
加
の
可

否
を
各
部
の
判
断
で
、
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
過

半
数
の
出
場
申
込
が
あ
り
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

▽
優　

勝 

４
分
団
３
部（
久
津
間
）

▽
準
優
勝 

１
分
団
２
部（
太
田
・
請
西
）

　
《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

▽
優　

勝 

５
分
団
３
部（
高
倉
・
草
敷
）

▽
準
優
勝 

２
分
団
５
部（
上
烏
田
）

▽
第
３
位 

５
分
団
２
部（
下
矢
那
）

　

木
更
津
市
消
防
出
初
式
が
、
令

和
６
年
１
月
14
日
（
日
）
旧
市
役

所
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
消
防
団
員
を
家
庭
で

支
え
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
「
内

助
功
労
」
や
、
功
績
の
あ
っ
た
消

防
団
員
へ
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ

ど
も
向
け
の

消
防
広
場
で

は
、
木
更
津

市
の
「
き
さ

ポ
ン
」
を
は

じ
め
と
す
る

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
集
合

し
、
来
場
し

た
こ
ど
も
た

ち
は
、
は
し

ご
車
搭
乗
体

験
や
放
水
体

験
な
ど
、
大

喜
び
で
し
た
。

　

出
初
式
最

大
の
見
せ
場

は
、
災
害
救

助
を
想
定
し

た
消
防
署
員
、

団
員
に
よ
る
連
携
総
合
訓
練
で
あ

り
、
千
葉
市
消
防
局
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
な
ど
、

実
際
の
災
害
現
場
の
よ
う
な
緊
張

感
と
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
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火
災
に
つ
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昨
年
の

 
伊
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島
で
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火
災
に
つ
い
て

当
時
の
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き

消
防
団
の
活
動
内
容

消
防
団
活
動
の
課
題

　

令
和
５
年
８
月
６
日
に
、
木
更

津
市
伊
豆
島
で
、
近
年
木
更
津
市

で
発
生
し
た
火
災
の
中
で
も
最
大

規
模
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

火
災
発
生
か
ら
鎮
火
ま
で
に
約

24
時
間
を
要
し
、
消
防
団
も
こ
の

消
火
活
動
に
出
動
し
て
お
り
、
活

動
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　

火
災
は
、
木
更
津
市
伊
豆
島
に

あ
る
金
属
製
品
な
ど
の
再
生
資
源

物
を
回
収
し
、
た
い
積
し
て
い
る
、

い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ー
ド
」
の
事
業
場

で
発
生
し
た
も
の
で
、
た
い
積
し

て
い
た
再
生
資
源
物
か
ら
出
火
し

た
も
の
で
し
た
。　

　

消
防
団
の
出
動
体
制
で
す
が
、

第
一
、
第
二
、
第
三
出
動
と
段
階

が
あ
り
、
通
常
、
火
災
が
発
生
し

た
地
元
消
防
団
が
出
動
す
る
第
一

出
動
が
最
初
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
火
災
の
規
模
に
応
じ
て
、
近

隣
の
消
防
団
が
出
動
す
る
第
二
出

動
、
さ
ら
に
部
隊
を
追
加
す
る
第

三
出
動
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
６
日
の
火
災
発
生
当
初
は

第
一
出
動
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

13
時
12
分
に
は
第
二
出
動
、
14
時

30
分
に
は
、
第
三
出
動
へ
と
切
り

替
わ
り
、
更
に
多
く
の
消
防
団
が

現
地
で
の
消
火
活
動
に
加
わ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
火
災
で
は
、
消
防
本
部
が

火
災
の
通
報
を
受
け
た
「
覚
知
」

が
12
時
14
分
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
後
、
消
防
本
部
や
消
防
団
に
よ

り
消
火
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
ヤ
ー
ド
火
災
の

報
道
映
像
に
も
あ
り
ま
す
が
、
た

い
積
し
た
再
生
資
源
物
に
一
度
火

が
つ
い
て
し
ま
う
と
直
接
放
水
を

し
て
も
、
簡
単
に
は
消
火
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
本
火
災
に
お
い
て

は
、
重
機
に
よ
っ
て
た
い
積
物
を

少
し
ず
つ
切
り
崩
し
、
こ
れ
に
放

水
し
て
消
火
す
る
作
業
を
繰
り
返

し
行
い
、
消
火
ま
で
に
非
常
に
長

い
時
間
が
掛
か
り
ま
し
た
。

　

長
時
間
の
消
火
活
動
の
結
果
、

火
災
の
勢
い
が
弱
ま
っ
た
状
態
を

指
す
「
鎮
圧
」
が
翌
７
日
の
深
夜

３
時
57
分
、
火
災
が
消
火
さ
れ
、

消
火
活
動
が
必
要
な
く
な
っ
た

「
鎮
火
」
状
態
と
な
っ
た
の
が
同

７
日
の
12
時
３
分
と
な
っ
て
お
り
、

「
覚
知
」
か
ら
「
鎮
火
」
ま
で
約

24
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
も
、

大
規
模
な
火
災
で
あ
っ
た
こ
と
が

理
解
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
も
消
火
隊
や
救
助

隊
が
出
動
し
て
お
り
、
長
時
間
の

活
動
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
消
防

車
両
の
燃
料
補
給
等
、
交
代
し
な

が
ら
消
火
作
業
に
当
た
っ
て
お
り
、

合
計
11
隊
が
出
動
し
ま
し
た
。
消

防
団
も
合
計
25
個
部
が
出
動
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
消
火
活
動
の
進
捗
状
況

に
よ
り
、
活
動
す
る
消
防
団
の
数

は
縮
小
し
、
最
後
の
消
防
団
が
現

場
を
撤
収
し
た
の
は
、
同
７
日
12

時
で
し
た
。

　

消
防
団
の
活
動
内
容
で
す
が
、

火
災
発
生
場
所
周
辺
に
は
、
い
わ

ゆ
る
「
水
利
」
と
な
る
消
火
栓
・

防
火
水
槽
・
河
川
が
近
く
に
無
く
、

火
災
現
場
ま
で
水
を
送
る
た
め
、

消
防
本
部
と
協
力
し
な
が
ら
、
消

防
車
や
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
「
中

継
送
水
」
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
部
に
よ
っ
て
は
、
直
接
火

災
現
場
へ
の
放
水
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
消
火
活
動
を
行
う

た
め
に
、
通
行
規
制
が
必
要
と

な
っ
た
道
路
に
は
、
誘
導
員
と
し

て
消
防
団
員
を
配
置
し
、
交
通
誘

導
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
火
災
で
は
、
長
時
間
に

わ
た
る
消
防
団
活
動
と
な
り
、
部

に
よ
っ
て
は
団
員
が
足
り
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
負
担
が
大
き
く
、
団

員
数
の
減
少
に
よ
る
影
響
を
顕
著

に
感
じ
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
本

業
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
多
く
は
会
社
員
等
で
、
本
業
の

傍
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

常
の
建
物
火
災
で
は
、
活
動
時
間

が
数
時
間
程
度
で
す
が
、
今
回
の

火
災
で
は
、
２
日
間
に
渡
っ
た
活

動
と
な
り
、
日
曜
日
の
昼
間
に
発

生
し
た
火
災
で
、
翌
日
の
月
曜
日

ま
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
急
に
仕

事
が
休
め
な
い
団
員
は
、
本
業
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
帰
宅
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
少
な

い
人
数
で
活
動
し
て
い
る
中
で
は

交
代
要
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
撤
収
も
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
仲
間
に
気
を
使
い
無
理
を
し

て
活
動
し
て
い
る
団
員
が
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

現
場
に
出
動
し
て
い
る
団
員
に

多
大
な
負
荷
が
か
か
る
こ
と
と
な

る
現
状
で
は
、
今
後
想
定
さ
れ
る

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
長
時

間
に
わ
た
る
活
動
を
、
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



早
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し
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木
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木
更
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署
長
か
ら
感
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状
が

　　　

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果

大
会
の
結
果

　

令
和
５
年
12
月
、
木
更
津
市
真

里
谷
地
区
に
て
行
方
不
明
者
事
案

が
発
生
。
木
更
津
市
消
防
本
部
と

協
力
し
、
最
終
目
撃
地
点
付
近
や

山
間
部
を
中
心
に
、
消
防
団
は
人

海
戦
術
、
消
防
本
部
は
ド
ロ
ー
ン

に
て
上
空
偵
察
に
あ
た
る
な
ど
懸

命
な
捜
索
活
動
を
行
い
、
行
方
不

明
者
を
無
事
に
発
見
し
、
木
更
津

警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
火
災
警
戒
だ

け
で
な
く
、
捜
索
活
動
や
防
災
普

及
活
動
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
防
災
の
要
と
し
て
市
民
の
安
心

安
全
の
た
め
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
11
月
12
日
（
日
）
旧

市
役
所
敷
地
内
に
て
早
出
し
放
水

競
技
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

資
機
材
の
安
全
な
取
り
扱
い
と

迅
速
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

▽
優　

勝 

4
分
団
3
部（
久
津
間
）

▽
準
優
勝 

１
分
団
２
部（
太
田
・
請
西
）

▽
第
3
位 

2
分
団
1
部（
桜
井
・
小
浜
）

　
《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

▽
優　

勝 

２
分
団
５
部（
上
烏
田
・

八
幡
台

）

▽
準
優
勝 

7
分
団
3
部（
井
尻
・
曽
根
・

牛
袋
野　

）

▽
第
3
位 

８
分
団
1
部（
真
里
・
大
稲
）

▽
第
４
位 

４
分
団
２
部（
江　

川
）

▽
第
５
位 

４
分
団
４
部（
万　

石
）

▽
第
６
位 

７
分
団
２
部（
大
寺
・　
十
日
市
場
）

　

木
更
津
市
消
防
団
で
は
、
消

防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、

　
　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る
。」

　

共
助
の
中
心
と
な
り
、
地
域

防
災
の
た
め
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
団
は
誰
に
で
も
参
加
で
き

る
活
動
で
す
。　
　

　

そ
ん
な
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
が

消
防
団
に
は
必
要
で
す
。
会
社

員
の
方
、
自
営
業
の
方
、
主
婦

の
方
な
ど
、
性
別
・
職
業
を
問

わ
ず
、
色
々
な
方
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

木
更
津
市
で
は
、
基
本
分
団

の
ほ
か
に
機
能
別
分
団
女
性
部
、

学
生
部
、
大
規
模
災
害
部
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
機
能
別
消
防
団

は
よ
り
多
く
の
市
民
が
消
防
団

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
役
割

を
特
化
し
、
時
間
の
許
す
範
囲

で
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
、
全
国
的
に
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

機
能
別
分
団
女
性
部
は
、
応

急
手
当
指
導
員
と
し
て
市
民
へ
の

救
急
講
習
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動

や
市
内
中
学
生
に
向
け
た
防
火
防

災
意
識
の
普
及
啓
発
活
動
、
災
害

時
に
お
け
る
後
方
支
援
活
動
を
目

的
と
し
て
、
現
在
活
動
中
で
す
。

　

機
能
別
分
団
学
生
部
は
、
大
学

生
・
専
門
学
校
生
等
で
組
織
さ
れ
、

学
生
特
有
の
充
実
し
た
気
力
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
力
、
優
れ
た
吸

収
力
を
活
か
し
、
防
火
防
災
意
識

の
普
及
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

機
能
別
分
団
大
規
模
災
害
部
は
、

元
消
防
職
団
員
で
組
織
さ
れ
、
今

後
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
首
都
直
下

地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、

大
規
模
災
害
時
の
活
動
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

木
更
津
市
に
在
住
、
在
勤
、
ま

た
は
在
学
す
る
18
歳
以
上
で
、
健

康
な
人
な
ら
誰
で
も
入
団
で
き
ま

す
。

　

み
な
さ
ま
の
入
団
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

消
防
団
員
募
集
！

（
随
時
募
集
中
）

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
募
集


